
 

 

                                             

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

令和７年度６月号 

調布市立第五中学校 

～お知らせ～ 

６月１８日（水）・１９日（木）：期末テストのため給食はありません。 

 

 

 

   

世界有数の長寿国である日本ですが、栄養の偏りや不規則な食事による生活習慣病の

増加をはじめ、食の安全上の問題、海外への食の依存など、さまざまな問題を抱えてい

ます。そこで、「国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育む」こと

などを目的に、平成 17（2005）年６月に「食育基本法」が制定され、国を挙げて「食

育」に取り組むことになりました。食育基本法の制定から今年で 20 年となりますが、

食をめぐる新たな問題も生じており、より一層「食育」を推進していく必要があります。 

毎年６月は食育月間・ 

毎月 19 日は食育の日 

食事をゆっくりよくかんで、味わって食べていますか？ よく

かむことは、食べ物本来の味がわかっておいしく感じられるだけ

でなく、虫歯や肥満を防ぐことにつながるなど、健康づくりの第

一歩です。６月４日〜10 日は「歯と口の健康週間」です。食べ

るときはよくかむことを意識して、食べた後はしっかり歯を磨き、

健康な歯と口を保ちましょう。 

  ６月１日は、国連食糧農業機関（FAO）が定める「世界牛乳の日（World Milk 

Day）」です。これに合わせ、日本では一般社団法人Jミルクが、この日を「牛

乳の日」、６月を「牛乳月間」と定めています。牛乳は、昔も今も学校給食にな

くてはならない食品です。牛乳への理解を深め、酪農や乳業へ関心を向ける機

会になればと思います。 

成長期に特に重要な「カルシウム」を多く含むからです。カルシウムは骨や歯の材料に

なりますが、人間の骨量は18〜20歳ごろがピークで、歳を重ねるごとに減少していきま

す。身長をしっかり伸ばすことはもちろん、生涯にわたって丈夫な骨を維持するために、

成長期にカルシウムを十分とることが必要です。もちろん、カルシウムだけではなく、い

ろいろな食品からバランスよく栄養をとること、適度に運動すること、睡眠をしっかりと

ることも大切です。 


